
令和 3 年度 東海大学望星技術士会第 8 回役員会 議事録（HP 版） 
 
１ 日時：令和 3 年 11 月 27 日（土） 14：00 ~ 16：10 
２ 場所：ZOOM によるリモート会議 
３ リモート出席：○常 庄司大介、○常 永井和典、○常 平野滋、○常 今村均、○常 久一博世、星崎紀一、竹内聖一、 

吉田倫夫、○常 笠原勉（途中参加）、○常 齋藤寛(記録)（常任幹事 10 名中 7 名出席、幹事 3 名出席） 
委任：○常 桜井裕一 

４ 打ち合わせ内容 

① 学生への出前授業、リモート講義について 
・札幌キャンパス出前講義の報告：学生 30 人（大学院生含め）が参加。技術士保有の先生が多く理解・協力が得ら

れた。 
・確認事項：授業の一環の扱いか、来年以降継続可能か、地元会員で継続対応できるかなど明確にする必要がある。 
・湘南キャンパス土木工学科（12/22、1/12 の 5 限目）開催内容確認：完全リモートで実施。今後過去問の紹介も検

討する。事前配布資料を PDF で送付。 
・湘南キャンパス建築学科（1/19 の 1 限目）開催内容確認：ハイブリッド方式で開催。 
② リモート講演会開催計画について 
・開催内容確認：2/19（土）15;00～Zoom で開催。演題「激甚化する土砂災害への対応-『命』を守る行動って？-」。
講演 60 分、質疑応答 30 分。開催案内を確定、窓口担当より配信、受付開始へ。12/21（火）18;00～Zoom にて講

師との事前打ち合わせを行う。 
③ 委員会課題対応状況 
・総会・役員会運営委員会：役員人事案を三役で検討。次回役員会前に打合せ。 
・大学イベント運営委員会：各キャンパスのリモート講義の対応。 
・会員イベント運営委員会：リモート講演会準備。総会時特別講演会の検討。見学会はコロナの状況で来年度実施を

検討。技術士受験指導は第一次試験の受験動機付けを中心に、第二次試験は相談に対応を検討。 
・HP 管理委員会：掲載内容の充実が必要。HP 作成に造詣のある人材確保する。 
・会報編集委員会：会報第 6 号構成案確認。 
・会計委員会；役員内規会計管理（案）を確認・調整し運用開始へ。 
・名簿管理委員会：公開用名簿更新。教職員名簿の追加拡充。大学窓口担当のメーリングリストの更新。 
・情報収集委員会：受験指導のあり方を検討（第一次試験：学生への情報提供、過去問紹介など。第二次試験：相談

に対応）。 
④ その他 
・東海大学新聞の 12/1 号に札幌キャンパス出前授業の記事が掲載される。 
・今後の役員会開催時間は、1 月より 16：00～18：00 とする。 
・入会情報を整理確認し、会員数は 210 名となった。 
・教職員会員の充実は、本会活動の支援連携の強化につながる（学生への周知、講演講師候補など）。 
 
５ 次回役員会 令和 3 年 12 月 18 日（土）または 25 日（土）で調整。16：00～ ハイブリッド開催。 


